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青年部の活動、地元の農や食のことをリレーで紹介

第３４回東北農民運動交流集会第３４回東北農民運動交流集会
NOTE

１才の息子初めてのりんご収穫。毎年、気
候に左右されながらの農作業。やっと収穫
の喜びを味わえる。今年は子どもも一緒に。
次世代へ楽しさが伝わるか。繋がるか。楽
しく暮らす姿を見せていきたい。

by 藤田

11月28日農民連役員・専従者研修が行われ18名が参
加しました。茨城県大子町で中山間地の耕作放棄地と
繁殖牛の周年放牧利用や耕種農家との連携で地域再
生に取り組む視察を通じ、地域の資源を生かし、地域
再生につなげる工夫と地域の人たちと一緒に取り組
むことがいかに大切かを学びました。 

11月25～26日、穴原温泉・吉川屋にて東北ブロッ
ク交流集会が開催され、東北6県から100名を超
す参加がありました。印鑰智哉氏を迎えて「種子
法廃止から考える」講演をお聞きし、持続可能な
農業のために自分ができることは？を考え、とて
も学びの深い時間となりました。

人・牛・地域の連携人・牛・地域の連携
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レ
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ま
た
は
水
不
足
に
直
面
す
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の
う
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西
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今
後
 20 

年
間
で
、
人
口
増
加
と
水
需
要
の
高
ま
り
に
よ
り
、

西
ア
ジ
ア
地
域
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全
て
の
国
々
が
水
不
足
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と
な
る
予

測
さ
れ
て
い
ま
す
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上
昇
し
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約
40
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に
当
た
る
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40
億
人
も
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人
々
が
、
水
ス
ト
レ
ス
も
し
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水
不
足
に
直

面
す
る
こ
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が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
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化
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進

　

世
界
は
、
い
ま
「
民
営
化
」
か
ら
再
公
営
化
に
動
い
て
い

ま
す
。
民
営
化
に
よ
っ
て
水
道
料
金
の
値
上
げ
や
財
政
の
不

透
明
化
、
水
質
の
劣
化
な
ど
の
弊
害
が
続
出
し
て
い
る
か
ら

で
す
。
日
本
は
世
界
的
な
水
不
足
が
懸
念
さ
れ
る
な
か
で
、

「
水
」
を
企
業
に
委
ね
る
と
い
う
の
で
す
。
30
兆
円
の
価
値
を

持
つ
日
本
の
水
道
事
業
が
売
ら
れ
ま
す
。日
欧
Ｅ
Ｐ
Ａ
に
よ
っ

て
、
安
い
チ
ー
ズ
と
共
に
フ
ラ
ン
ス
の
水
大
企
業
、ヴ
ォ
リ
ア

が
日
本
を
席
巻
し
ま
す
。
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子
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廃
止

　

種
子
の
生
産
に
は
時
間
と
金
が
か
か
り
ま
す
。
そ
の

た
め
に
主
要
な
種
子
（
米
・
麦
・
大
豆
）
の
開
発
は
都

道
府
県
が
行
っ
て
い
ま
し
た
。
今
回
の
廃
止
で
種
の
開

発
や
管
理
が
「
公
共
資
産
」
か
ら
外
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。「
公
共
資
産
で
あ
る
種
」
が
手
に
入
ら
な
く

な
れ
ば
、
民
間
企
業
の
種
を
買
う
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

（
公
共
の
種
の
10
倍
の
価
格
）

　

さ
ら
に
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
条
項
に
よ
っ
て
、「
公
共
種
子
の
開

発
デ
ー
タ
」
を
民
間
企
業
に
無
償
で
提
供
し
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
種
が
巨
額
の
利
益
を
生
む
「
商
品
」
と

な
り
、
食
を
企
業
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
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法
案
は
、
漁
業
権
の
漁
協
・
地
元
漁
民
優
先
を
廃
止

し
、
知
事
に
よ
る
企
業
へ
の
直
接
免
許
制
を
導
入
す
る

な
ど
企
業
の
大
幅
参
入
を
許
し
、
沿
岸
漁
業
の
あ
り
方

を
根
本
か
ら
崩
す
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
の
海
を
持
続
可
能
な
共
通
資
源
と
し
て
管
理
す

る
役
割
を
担
っ
て
き
た
漁
協
は
、
漁
村
・
多
様
な
日
本

の
水
産
資
源
を
守
っ
て
き
ま
し
た
。
漁
協
が
海
を
守
る

ル
ー
ル
を
独
自
に
決
め
て
管
理
す
る
仕
組
み
は
世
界
か

ら
注
目
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　

し
か
し
、こ
の
漁
業
権
が「
投
資
商
品
」に
な
り
ま
す
。

ア
イ
ス
ラ
ン
ド
で
は
総
漁
獲
量
の
98
％
が
証
券
化
さ
れ

経
済
危
機
に
外
資
に
買
い
取
ら
れ
ま
し
た
。
チ
リ
は
漁

業
権
の
9
割
が
7
社
の
企
業
に
独
占
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

世
界
は
い
ま
、
国
家
の
枠
を
超
え
て
無
国
籍
化
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
企

業
が
あ
ら
ゆ
る
資
源
・
財
を
自
分
た
ち
の
思
う
が
ま
ま
に
し
懐
に
入
れ

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
自
由
貿
易
協
定（
Ｆ
Ｔ
Ａ 

）や
経
済
連
携
協
定（
Ｅ

Ｐ
Ａ
）
は
国
家
間
で
の
協
定
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
も
そ
も
そ
の
主
体

は
ま
さ
に
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
で
す
。
彼
ら
は
「
儲
け
」
の
た
め
に
障
害

と
な
る
も
の
を
す
べ
て
取
り
払
う
た
め
に
「
国
家
」
を
操
っ
て
い
ま
す
。

　
　

　

日
本
は
い
ま
、
彼
ら
に
と
っ
て
と
て
も
魅
力
的
な
「
市
場
」
に
な
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。
安
倍
内
閣
は
、
日
本
を
「
世
界
で
一
番
企
業
が
活
動

し
や
す
い
国
に
す
る
」
と
豪
語
し
て
い
ま
す
。
種
子
法
廃
止
、
水
道
民

営
化
、
農
地
法
改
悪
、
森
林
経
営
管
理
法
（
外
資
が
買
い
集
め
る
）
漁

協
法
改
悪
（
漁
業
権
が
企
業
に
奪
わ
れ
る
）
卸
売
市
場
解
体
、
入
管
法

改
悪
（
移
民
５
０
万
人
計
画
）、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
解
禁
等
々
、
水
も
食
料
も

働
く
場
も
国
土
さ
え
も
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
に
差
し
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

なぜ、TPP・日欧EPA・日米FTAを推進するのか？
多国籍企業に「日本」を売り渡すため！

各国の水ストレスの状況

種
子
・
海
︵
漁
業
権
︶
も
企
業
に
売
ら
れ
る


